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四
年
貫
教
育
の
ね
ら
い

工
学
部
教
育
体
制
委
員
会
委
員
長
山
本
尚
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F
コ

古
屋
大
学
工
学

べ

寸

部
は
学
部
教
育

の
目
標
を
「
基
礎
科
目

を
重
視
し
現
在

の
科

学
技
術
水
準
を

理
解

し
、
創
意
改
善
し
な

が
ら
工
学
を
応
用
す

る
能
力

の
あ
る
技
術

者

・
研
究
者
の
養
成
」

と
し
、
基
礎
学
力

・

専
門
知
識
の
教
育
に
留
ま
ら
ず
、
社
会

・
文
化
の
発

展
を
見
極
め
、
自
己
の
専
門
分
野
の
枠
を
超
え
て
、

広
く
工
学
の
手
法
を
応
用
で
き
る
た
め
の
知
識
を
習

得
さ
せ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、

従
来
の

一
般
教
育
、
専
門
教
育
の
区
分
を
廃
止
し
、

学
部
4
年
間
の
一
貫
総
合
学
部
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
移

行
し
た
。
基
本
方
針
は

「
理
学
的
基
礎
知
識
と
工
学

基
礎
充
実
」
「
人
文

・
社
会
科
学
等
の
関
連
学
問
分
野

の
幅
広
い
視
野
確
立
」
「
基
礎
知
識
を
柔
軟
に
適
用
す

る
豊
か
な
応
用
力
養
成
」
「専
門
的
知
識
の
習
得
か
ら
、

将
来
の
創
造
性
に
繋
が
る
基
礎
学
力
と
技
術

・
研
究

の
あ
り
方
に
対
す
る
基
本
的
素
養
養
成
」
で
あ
る
。

こ
の
学
部
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
卒
業
後
、
大
学
院

に
進
学
し
、
さ
ら
に
高
度
な
学
問
分
野
の
習
得
と
研

究
を
行
う
学
生
の
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
内
容
を

網
羅
し
、
大
学
院
の
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
密
接
な

関
係
を
持
つ
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
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新しい教育手段

衛星通信ネットワーク教室の利用 9 

関連専門科目

四年一貫教育の流れ

(卒業研究)

表紙イラスト/八グルマクイクイ

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
11月11日に開所式と創設記念式典・
祝賀会を挙行

大学院を中心とした独創的研究の推進と高度の専門的

職業能力を持つ創造的な人材の育成を目的とした名古屋

大学ベンチャー ビジネス ーラボラトリーが平成7年度

に設立され、その建物が8年8月lこ完成した。

本学では、 11月11日に学内外から多数の出席者を得

て、 ベンチャ ・ビジネス・ラボラトリ の聞所式を行

った。引き続き、施設の概要説明と見学会を行い、ベン

チャー・ビジネス・ラボラトリ の一般利用を開始した。

施設説明会終了後、施設の完成を記念して八事マルベ

リ ホテルにおいて大学、企業関係者等約200名の出席

を得て、創設記念式典と祝賀会を行った。

式典では、加藤総長はじめ、内田日本学術会議第五部

長芯どから「独創的研究の展開により画期的芯研究成果

と起業家精神に富んだ人材の育成を期待するj等の言葉が述べられた。引き続いて行われた祝賀会は、ベンチャー ービ

ジネス-ラボラトリーに期待する多数の出席者の懇談の中、盛大に同施設の創設を祝った。

祝名古屋鮮の竺ザスラオ{ラトリー開所式

開放
科目

専門系科目

12 単位 1 8~20 単位 2~O 単位99~ 1 05 単位



多
様
な
学
部
教
育
の
試
み
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つ

-
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
・
電
子
機
械
工
学
コ

l
ス
に
お
け
る

創
造
性
教
育
の
導
入
に
つ
い
て

我
が
国
の
高
度
な
技
術
水
準
の
維
持
と
発
展
を
担
う
創
造

性
豊
な
技
術
者
の
養
成
が
大
学
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
来

の
教
育
に
は
不
足
し
て
い
る
、
創
造
性
を
引
き
出
す
た
め
の

教
育
と
し
て
、
学
生
に
も
の
つ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ
、

自
由
な
発
想
に
よ
り
、
問
題
解
決
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

た
め
の
新
た
な
科
目
と
し
て
平
成

6
年
度
よ
り
「
機
械
創
造

設
計
製
作
」
を
導
入
し
た
。
個
人
ま
た
は

2
1
3
人
の
小
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
コ
ジ
テ
ス
ト
形
式
の
授
業
で
、
毎
年
新
し
い

課
題
に
挑
戦
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
缶
ビ

ー

ル
揚
げ
、
卵
の
安
全
落
下
、
ロ
ボ
ッ
ト
オ
イ
ル
レ
ス
リ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

菊
山
功
嗣
教
授

-
電
気
系
学
科

学
生
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(大
実
験
)

平
成

6
年
度
か
ら
学
生
実
験
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ね
ら
い
は
、
自
主
的
な
実
験
を
通

し
て
学
生
の
考
え
る
力
を
引
き
出

し
、
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
レ
ー
ザ
や
半
導
体
デ

バ
イ
ス
を
作
製
し
た
り
、
発
声
認

識
や
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
を
開
発
す
る
な
ど
ぺ
創
造
的

な
実
験
を
準
備
し
た
。

ー
テ
l
マ

に
凶
日
聞
を
当
て
、
こ
の
間
に
計

画
の
立
案
、
実
験
、
考
察
を
行
い

、

最
終
日
に
は
公
開
の
発
表
会
を
行

う
も
の
で
、
学
生
に
も
好
評
で
あ

ヲ心
。

板
倉
文
忠
教
授

実験風景

(テーマ・小型超伝導変圧器の製作と

その基礎特性)

原子核工学教室創立30周年式典
講演会・祝賀会が開催される

。

-
分
子
化
学
工
学
実
験

(
化
学
生
物
工
学
科
・
分
子
化
学
工
学
コ

l
ス
)

技
術
の
高
度
化
と
学
問
の
本
質
化
に
対
応
し
た
新
し
い
学

生
実
験
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
粒
子
分
散
系
特
性
測
定
装
置
、

液
体
流
動
解
析
装
置
、
ガ
ス
分
析
装
置
、
非
接
触
式
温
度
測

定
装
置
お
よ
び
制
御
系
設
計

・
評
価
装
置
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
装
置
を
有
機
的
に
統
合
し
て
全
体
の
実
験

シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
、
実
験
教
育
を
効
果
的
か

つ
効
率
的
に

行

っ
て

い
る
。

渡
退
教
博
助
教
授

原子核工学科は、昭和41年4月に創設されて以

来、本年で満30周年を迎えた。同学科を母体とす

る原子核工学教室では、これを記念して、 11月1

日(金)にルブラ王山において、大学関係者のほか、

卒業生、企業、研究所、他大学砿どから180余名

の出席を得て、講演会と祝賀会を行った。

内藤歪爾本学名誉教授(現在、原子力安全委員

会委員長代理)、吉川允二日本原子力研究所理事長、

さらに、ミシガン大学AIくcasu名誉教授の記念講

演があり、学際性、先端性、波及性、国際性とい

う原子力工学の特徴を再認識し、新しい科学技術

の誕生に力を尽くすべきことが強調された。

講演会に引き続いて祝賀会が行われ、和やか砿うちに会は終了した。

なお、式典出席者には、原子核工学教室30年誌が配布された。乙れは、同誌編集委員会のまとめた原稿を、原子核

工学教室の技術室がページ割付などの編集作業を机上出版ソフト(DTP)を用いて完成させたものである。

名古屋大学工学部原子核工学教室
三十周年記怠講演会

工学部内の学科、工学研究科内の専攻の全体に横断的に

またがった実験が、全国の大学に先駆けて、名古屋大学工

学部で試行的に実施されている。この独自の教育において

目指すものは、総合的、学際的な実験を通して、実社会に

おいて日常的に要求される幅の広く創造性の豊かな人材を

育成する乙とである。これまでに、企

業の研究開発で指導的な役割をしてい

る方々を指導教授として迎え、生き生

きとした独創的な実験が他分野の学生

との交わりの中でお互い|こ刺激し合っ

て展開されている。

陵 高度総合工学創造実験、試行的にはじまる | 



平成7年度大型設備

研究代表者等 研究課題 年度 種別

分子化工 .高橋勝六教綬 分子化学工学実験高度化システム 7 E 

分子化工 :高橋勝六教授 CID高周波プラズマ発光分光分析装置 7 E 

地圏環境 ・松尾 稔教 j受 構造物振動挙動実験システム 7 E 

電気工学 ・大熊 繁教授 エネルギー変核システム模擬装置 7 E 

エネ理工 .高村秀一教綬 高熱流プラズマ発生制御システム 7 E 

情報工学 :鳥脇純一郎教侵 発想支援用仮想環境支生成体験システム 7 E 

原子核 ・山本一良教短 原子炉伝熱流動特性実験装置 7 E 

機械工学・護団秀臣教授 カラ ハイスピードビデオ 7 E 

づ
平成8年度大型研究経費一覧

研究代表者等 研究課題 年度 種別

応用化学 :岡本佳男教授 高性能キラル分離斉IJの開発と分離機構の解明 8-10 A 

応用化学:柘植 新教授 、含ヘテロ原子有機高機能物質の創製と機能評価法の開発 8-12 82 

応用化学:平野員一教授 セラミック前駆体設計に関する研究 8 C 

分子化工 :森 滋勝教授 廃棄物の固形燃料の燃焼特性評価並びに環境負荷低減に関する研究 8 C 

分子化工 :香田 忍助教授 高分子化学におけるソノプロセスの確立 8 D 

生物織能 :山根 隆教 j受 時間分割蛋白質結晶構造解析法の研究 5-8 A 

生物織能 :山本 尚教綬 次世代精密分子制御法の開発 8-12 83 

材料織能 :山内隆文教授 炭酸ソーダスラグ処理の銅精練への実用化 8-9 A 

材料プロセス ・浅井滋生教授 金属蒸気かう生成する微細結晶粒の力プス磁場による浮揚と結晶方位制御 8-9 A 

材料プロセス目佐々 健介助 手 電磁気力による耐摩耗性材料の製造法の開発 7-8 A 

応用物理 :坂田 誠教授 マキシマムーエントロピ j去によるフラ レン化合物の精密構造解析 8-11 A 

電気工学 :水谷照吉教授 レーザ誘起圧力}¥}レスj去による絶縁材料中の空間電荷効果の解明 8 C 

電子工学 :網島 滋教授 磁性超薄膜のスピン構造制御と高密度ストレージへの応用 8-10 A 

電子工学 :網島 滋教授 導波路を用いた超高密度光磁気記録システムの試作 8-10 A 

機械工学 :村上澄男教綬 超塑型マイクロメ力二ックス 8 A 

電子機械目末松良一教授 人間との協調作業をめざしたロボッ卜の研究開発 8 D 

結品材料.安田幸夫教授 次世代ULSI用超低抵抗コンタクト材料の開発 8-10 A 

結品材料.安田幸夫教授 次世代ULSI用薄膜材料の開発とナノスケールプロセスインテグレ ション 8-12 82 

地圏環境 :高木不折教授 自然災害科学の基本課題と資料収集解析に関する総合的研究 8 A 

地図環境 ・松岡 譲教授 アジア太平洋地域における温暖化対策分析モデル (AIM)の開発に関する途上国等共同研究 8 85 

量子工学 ・後藤俊夫教授 ラジカル制御を用いた表面反応過程及び薄膜形成に関する研究 8-10 A 

霊子工学:後藤俊夫教授 半導体プロセス用プラズマ中の原子状ラジカル計測装置の開発 8-10 84 

量子工学 ・後醸俊夫教授 ラジカル制御次世代プラズマプロセスの物性的研究 8 C 

量子工学 .後藤俊夫教授 次世代光通信方式の研究 8 C 

量子工学・一宮彪彦教綬 表面界面構造解析と制御 8-12 A 

マイクロ :生田幸士教授 人工細胞デバイスの開発 8-12 82 

マイクロ .生田幸士教授 マイクロメカ トロニクス用機能性薄膜のオンチップ特性計測に関する研究 8 D 

物質制御:宮崎哲郎教授 原子 。分子移行トンネル反応の素週程 8 A 

物質制御 :野村浩康教授 反応場制御型ソノリアクタ の開発 8-10 84 

平成7年度大型研究経費一覧

研究代表者等 研究課題 年度 種別

応用化学 :江口昇次教授 炭素クラスターの効率的合成と化学交換 5-7 A 

応用化学 :江口昇次教授 特異構造合成ブロックの開発と生理活性分子設計への応用 7-9 A 

応用化学 :岡本佳男教授 有機結晶環境下での分子認識 6-8 A 

応用化学:岡本佳男教授 高性能キラル分離剤の創製 7-8 81 

応用化学園服部 忠教授 特殊反応場の分子ダイナミックス 分子反応工学 7-8 A 

応用化学園柘植 新教授 パルスレーザー分解とプラズマ発光検出を用いる新しい熱分解GCシステムの開発 7-9 A 

応用化学 .平野員一教綬 セラミックスのInSltu微構造制御法の開発 7-8 81 

物質化学 :正畠宏祐数獲 分子線j去による触媒並びに半導体表面反応の素過程及び動力学の研究 7-8 A 

分子化工 ・森 滋勝教授 囲気混相高圧流体力学におけるパラダイムの形成 7 D 

生物機能 .芦田玉一教授 時間分割蛋白質結品構造解析法の研究 5-7 A 

生物機能 :小林 猛教授 吟醸酒の次世代フアジ制御を目的としたオンライン制御システムの開発 7-8 A 

生物機能 ・山積 隆助教綬 微小蛋白質結晶のX線回析データ測定のための全自動高輝度光学系調整システム 7-8 A 

生物機能 ・飯島信司教授 温度により遺伝子数が制御できる新規動物細胞遺伝子工学系による有用物質の効率的生産 7-8 A 

生物織自g:山本 尚教授 典型金属系触媒的不斉合成 5-7 A 

材料機能・竹由美和教授 新しい量子機能材料用半導体/絶縁体/金属複合構造作製装置の開発研究 7-9 A 

材料プロセス.浅井滋生教授 材料電磁プロセッシングの新展開 7-9 A 

応用物理 .八回一郎教授 生体機能の素過程としての脂質膜上における分子認識 7-10 A 

応用物理 :土井正男教授 複雑液体の物理 A03計算機シミュレーションによる解析 7-8 A 

応用物理 :土井正男教授 過渡的粘度測定j去の開発と高分子液品系電気粘性流体の高性能化 7-8 A 

電気工学:匹国政幸助教綬 電力施設周辺における電磁環境に関する研究 7-8 A 

電気工学 :大久保仁助教短 送変電設備周辺における電磁環境に関する研究 7 C 

電子工学 :岩田 聡助教授 超高密度光磁気記録媒体における表面磁気光学効果の成膜中その場測定システムの試作 7-9 A 

情報工学 :阿草清滋教授 柔らかなソフトウ工ア部品に基づくソフトウェアの超柔構造に関する研究 7-8 81 

機械工学:金JlI 錆助教授 誘電加熱を利用した木材の改質に関する応用研究 7 C 

機械情報 :竹野忠夫教授 レーザ誘起蛍光j去による火災中の反応化学種及び温度の測定 7 D 

電子機械 :三矢保永教授 スピンバブルヘッドによる超高密度二アコンタクト磁気記録の研究 7-8 81 

土木工学園田漫 忠額教授 不均質材料内における熱気相 液相移動と初期応力の測定方法に関する研究 7-9 A 

土木工学 .回選 忠顕教授 社会基礎施設の高耐久化のための分析 評価システム 7 。
結品材料 ・水谷宇一郎教授 巨大磁気比熱と高い熱伝導率を合わせ持つ蓄冷材料の開発と冷凍特性に関する基礎研究 7-8 A 

エネ理工 .松田仁樹助教綬 高温加圧型熱重量分析装置の開発研究 7-8 A 

エネ理工 :高村秀一教授 トカマク高性能化のための基礎研究トーラスの研究 7-9 A 

霊子工学 .後蔭俊夫教授 プラズマプロセスにおけるフリーラジカルに関する研究 5-7 A 

量子工学 :後藤俊夫教授 次世代光通信方式の研究 7 C 

量子工学 .早川尚夫教授 BKBO超伝導体の粒界トンネル接合を用いた超高周波電磁波検出素子の開発 7-8 A 

量子工学 :早川尚夫教授 超伝導ポルテックデバイスの開発 7-8 81 

マイクロ .福田敏男教授 FAN技術を応用したインテリジ工ント システムの研究 7 C 

(種別樹の研究経費名内訳)
A 科学研究費補助金
81 新エネルギー産業技術総合開発機構の研究開発事業
82 日本学術振興会の未来開拓学術研究推進事業
83 新技術事業団の戦略的基礎研究推進事業
84 中小企業事業団の中小企業創造基盤妓術研究事業
85 環境庁国立環境研究所の地球環境研究総合推進事業
C 民間等との共同研究
D 高度化推進特別経費
E その他の大型設備費

。
》
↓
》
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そ
の
他
の
研
究
と
設
備

-半導体プロセス用プラズマの
診断と制御

半導体プロセス用誘導結合型プラズマ源とプラ

ズマ診断周囲重極質量分析装置。正負のイオンの

他に電気的に中性な原子分子も検出できる四重極

質量分析装置は、プラズマ中に存在する化学的に

活性砿粒子(ラジカル)の検出 同定に強力なツー

ルとなっている。乙の装置によって、プロセスで

重要な役割を果たすラジカルを分析し、プロセス

性能の向上のための新しいラジカル制御法やプラ

ズマ源の開発が進められている。

菅井秀郎教授

-半導体物性及びULSIプロセス
技術に関する研究

次世代ULSIを構築するためのナノスケールのデ

パイスを実現するには、原子スケールでの反応の

制御およびデバイス特性lこ与える量子効果の理解

が不可欠となる。その見地から本研究室では、シ

リコン半導体の表面ー界面物理、半導体重子物理

の基礎研究及ぴULSIプロセス妓術の開発研究を行

っている。写真は、高分解能電子エネルギ損失

分光(HREELS)装歪であり、 O.OlMLの表面吸着

原子の吸着状態を観察することが可能である。

安田幸夫教授

コンクリート、土、岩石など多孔質不均質材料内の水分躯散、各

種溶液の鉱散および化学物理吸着現象を再現し、航散の物理モデル、

吸着脱着の化学物理モデルを構築する。主装置の中に更に鑑散セル

が3個配置されていて、全く同一な鑑散現象を3現象再現し、その際

の内部状態および外部変形を高性能電子顕微鏡、 X線マイクロアナラ

イザ一、高精度レーザ変位計などを用いて測定する。

10 

田辺忠顕教授

-多孔質材料気相液相拡散実験装置

8大学工学部長会議の下に「コア・カリキユラムJに関する検討委員会が設置され、名古屋大
学工学部が幹事校となって検討が開始された。今後約3年の間!こ、「コア・カリキユラムJの概
念を明確にし、具体的な内容を検討していく予定である。「コアカリキユラムjは、大学の大

網化及び教養部改革に伴う各大学のカリキユラム改革、国際的主主技術者資格 (PE)等に関連す

る重要芯検討課題であり、今後工学系の公 ー私立大学を含む全大学に大き主主影響を与える可能

性がある。

工学部懇話会開催さる
高校の先生方との対話(第2回)

ー・・..

名古屋大学工学部では、他大学、企業側、高校側など学外の方々を対象とした工学部懇

話会を行っている。平成8年12月21日に、東海4県下の高等学校の先生方との懇話会が

開催された。第1回目は、主に大学改革と入学試験制度との関連に重点が置かれた討論が

なされた。今回の第2回目は、完成間近な大学院重点化と4年前に導入された学部4年一

貫教育により、工学部の学部教育がどのように実施されているか、工学教育はどうあるべ

きか、学部教育の新しい試み、など教育内容に討論の重点が置かれた。約50名の高校の

先生方の参加があり、新設されたベンチャー・ビジネス・ラボラトリーの施設見学も実施

された。引き続いて{産された懇親会では、多くの率直主主意見交換が芯された。

11 
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